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　　　A－72 #ロえ味噌の粘硝栓について

　　　　　　東京学式文学　伊東傭皮

　目的　粕報におけゐ如え味噌。粘鋼特性の実験縛熹より. 粘騨特性は豪気徽存性，

篆麗抜存性おJi びp ri,/こよゐ奪動の権i.ヵヽら, タンパクHi 家系,が間孚すゐこ乙が推戴

され仁。そこで本報では梢の粘須特性に£ぼす影響について綬討1仁い乙考t れ。ま

っ練味噌の"I-43-性ヒ物性乙のsa 係乞調べ,さ<i> ，z味nilのR形淑・と湘，タンパク賛,

脂肪なと7の組合也をつく‰粘屑帆を比鮫した。

　方去　試料I* ・味噌および鳶,楠含吊しヽr-。£味<*あゐいはS. 味噌の水脊柱親分を分

離I 仁固斟或分に聯合加t 物椎竃刺史1 化。翻性はCTTX-2型与グ7. 4-・.ロメーター･£

用い，硬さなどのA' 7メーターの剰史, Iオ,.一々一乞用い-t 瞭関弾性おX び見力ヽI-)-

の粘性の刺史，コンアしーV 型粘隻計r- よゐず') 応ij り剰定t それぞn.行■, ft。f 膨
梗表はs ^.､評癩汰包用いた.

　錨果　禰添加豪のIkなろ練味噌。if &性はS %の危険孝で肩光業が偶のられ　洛評

禰項日p≫iItISぼ叱例した匍係が埓らit た。評価項目のねぼり, 省ざわリ乙物性　対応

すゐものと考えられた。鵡の無韻特性{こ対寸ゐ影－＼こっいて知ろこ乙がj政来か｡。


